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2019 年～　

・2号３号の始動
　地元住民が事業者になる。
　ワハハマはセントラルキッチンや
　販路を提供する立場。

・コミュニティの場をOPEN
　個人レベルでつながった人たちが
　集う事の出来る多様な場を提供。

・多様な属性の人にコミット
　独居高齢者など、町との関係性構築  
　に困難を抱える人をサポートする

フェーズ 3

２ . 地元住民と復興作業員との間にある課題 ３.事業の目的 /達成のための３フェーズ

４.手段としての移動販売

６.ビジネスモデル

１. プロジェクト立案に至った企画者の想い

７.スケジュール

浜通りを走る！ワハハマ BOOK S  &  B R EAD
多様な属性の人たちが　　といっしょに笑える関係性を築きたい。　 古谷かおり

５.事業内容

1st
ス
テ
ッ
プ

地域のお母さん
たちが作った

ボリューム満点の
バゲットサンドと

みんなでシェア
する本棚を

移動販売車
に載せて

作業員宿舎
へ届けます。

この町で働きたい。

浜通りにワハハ！な関係性を築き、場として顕在化させる仕事

＝　「ワハハマ」　
（今春、合同会社化を目指します。）

・人と人との間に心の安まる癒しの空間を築くことに手応えを感じる。
→それを求められている土地で働きたい。
→福島県で活躍のチャンスをいただけないだろうか？
→広野町で出会った人たちが私にとって最良の教師であり憧れとなった。
・これからの建築家の仕事＝建築を建てること＋関係性を築くこと

福
島
に
来
た
理
由

31 歳・・・これからの生き方・働き方を見つめ直した。

軋轢の本質は、
「占領されている」
という感覚。

町の人口の半数以上
を作業員の方たちが
占めている。

避難解除後の町。
人が先か
インフラが先か。

楢葉町
広野町

復興作業員

55%

帰町した人

43%

町外から転入した人 2%

外部から文脈の異なるたくさんの人がやってきた事に対する住民の不安。帰町の妨げにも。

どのようにしたら互いが安心して浜通りに共生できるだろう？

課
題 将来の「ワハハ！」な関係性構築のために、個人レベルで知り合える多様な接点を作る。

どんな商品・どんな仕掛けによって、関係性構築の媒介となり得るか？

セットにする事で滞在時間UP&サブメニュー ( 珈琲など ) の購入につながる。

目
的

地元住民
関係性の構築

廃炉作業関係者

ゴミ出しなどのマナーが悪い。

治安が悪くなったので子供が心配。

フェーズ１

フェーズ 2

フェーズ 3

まずは互いの生活圏を分け、
秩序を取り戻す。そのために
作業員の方達が安らげて楽し
める、多様な食と娯楽の屋台
を作業員宿舎敷地内に設ける。

タイで経験した原風景。
当時「そともの」だった私にとって、毎食屋台で食事を購入する際のちょっとした挨拶が、
町の一員になった感覚を与えてくれた。
普通のおばちゃんが運営する屋台が、町への帰属意識を産むきっかけになるのではと考えた。
また、町の構造が大きく変化している途中の浜通りにおいて、販売場所に柔軟性のある
「移動販売」に販路拡大の可能性を感じた。

食

娯楽

食

娯楽

屋台が両者の生活圏を循環す
る事で、地元住民も多様なイ
ンフラを楽しむことが出来る。
屋台を通じて少しずつ個人的
な接点が生まれる。

競合居ないパン商品で打ち出す。
・作業員の一番のニーズである
　「ボリューム」を満たす
　→バゲット
・普通のおばちゃんが調理しても
　味のクオリティを確保できる
　→サンドイッチ

価 格：500～550 円 / 個
( 競合の弁当は 310～400 円 )

漫画や週刊誌が、作業員の方達にとっての身近な娯楽
→仮説：狭い宿舎、本棚が足りないのでは？

様々な嗜好が集まり、属性を超えた交流のハブとなる。

食

娯楽

食

娯楽

町の秩序を両者が共有し、個
人レベルでの交流が連鎖・拡
大した先に、初めて生活圏を
飛び越えて互いの交流の場が
生まれる。

食

娯楽

場 場

＋

ボリューム満点
バゲットサンド

本を１冊もってきて
本棚から 1冊えらんで
もってかえる。 

みんなでシェアする本棚
“Book Exchange”

材料・包装 :30%

セントラルキッチン
・仕込み、メニュー開発など
・活動拠点

キッチンカー
・バゲットサンドの調理
・みんなの本棚

地元の農家・事業者 建設会社 /宿舎管理会社

メニューアドバイザー コンサルティング
報酬

仕入れ
代金

労働
給与 賃料

営業許可
駐車場賃料

販売
購入

セントラルキッチン
将来的には両者が交流できる場へ

ワハハマ
古谷（オーナー）

・販路開拓、各種手配
・仕入れ
・宣伝（チラシ POPデザイン）
・移動販売車のデザイン

プロジェクトメンバー
地元お母さんたち

　　　　・企画会議
　　　　・調理
　　　　・販売接客

復興作業員の方たち
除染・解体に従事する
　　　・お客様
　　　・本棚の活用者

本棚の共有

バゲット
の

販売

2017/ 春　本営業開始！
＜販売場所：平日＞
・朝：作業員宿舎
・昼：除染 /解体現場付近
・夕：高校周辺 ( 部活帰り )

＜土日祝＞
・昼～夜：作業員宿舎
その他検討中

＜目標＞
・売上げ 300 万円 / 月
・コミュニティの場となる物件を
借りる資金を調達する。

2016/ 秋　テスト運転開始
＜週末のみのテスト運転：目的＞
・メニューへのニーズ調査
・ファンを増やす
・販売実績を作る

＜内容＞
・土日祝の昼食～夕飯

＜目標＞
本運転時の販売数 200 個 / 日を確保
協力者を増やす

2016/ 春　ワハハマ合同会社設立
＜テスト運転への準備＞
・市場調査（建設会社等への聞き取り）
・資金調達
・移動販売車購入
・セントラルキッチン物件の調査 /契約
・プロジェクトメンバーへの呼びかけ

＜目標＞
初期必要資金：400 万円
・車（寄贈）改装費：100
・セントラルキッチン契約＋賃料半年分：200
・営業駐車場契約＋賃料半年分：30
・設備 / 材料等仕入：50
・開店時の広告宣伝費：20

フェーズ１ フェーズ 2

移動販売
・大規模作業員宿舎 駐車場を中心に
・メニューへの意見を吸い上げる

みんなの本棚
・読み終えたオススメ漫画などを本棚へ
・本棚から気になる本を持って帰る

仕入れ①元・楢葉のパン屋さん
・今は小名浜で営業再開
・バゲット仕入れ先として相談中

仕入れ②
プロジェクトメンバーの
農作物

仕入れ③
浜通りの特産物
オリーブ etc

仕入れ④
浜通りの事業者から
肉屋さん・魚屋さん etc

将来、関係性が構築されたときには・・・

このマンガ
今学校でめっちゃ流行ってるよ

おおそうか
！

この本と交
換しようぜ
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鈴木農園 

進める上での課題・協力をいただきたいこと
・事業として農業を行う農業生産法人、株式会社などの経
営者の方などをお知り合いの際は是非ご紹介よろしくお願
いいたします！

背景・課題
2011.03.11の高校３年の時から「福島で何かを…」というひ
とつの思いから学生団体での活動や、ボランティア、イン
ターンなど行ってみて、結果としてこの思いの根底には祖父
母の「鈴木農園」があることに気づく。

鈴木農園は震災での風評被害などは勿論として顕在している
が、しかしそれよりも根本的な問題「後継者がいない」最大
の課題があった。それは”農家の高齢化”、”耕作放棄地の増加”
が物語っているように鈴木農園だけではなく福島、日本の農
家の抱える最大の課題である。 
また、鈴木農園の後継者がいない原因として”農家は儲からな
い”という経済的原因が大きく現に、一般的な会社員の年収と
比較した場合でも明らかに農家は低いこともわかる。 
経済面での課題＝農家は儲からない。これが今回の私の課題。 

将来的なビジョン・目的・目標 
 

儲かる→利益を生む→雇用を生む 

事業内容、解決策 
仮説として“農家は儲からない”=儲かる農業にすることが
できれば、鈴木農園の課題を解決することができる。 
“土に足をつけて鈴木農園が儲からない原因を探り儲かる
方法を見つける。”これが今回の私のミッション。 
日本中で農家が減る中で、逆に法人組織は増えつつある。 
そして、現に儲かる農業を実践しているところもある。つ
まり、儲かる農業へヒントは事業としての農業を行うとい
うこと。しかし、農家から農業へ移る前に 
JA中心で栽培に特化していること、また家族経営であるた
め家族で大まかな役割を分担していることから 
①業務が見えない②コストが見えない③栽培が勘と経験 
そこで今年一年間はまず鈴木農園の見える化を行う。

プロジェクトの特徴（社会的意義・波及効果・新規性等）
現在日本には農業生産法人の様な組織の数はまだまだ少数
であり、その大部分が大規模栽培である。 
しかし、日本の農家の大部分は小規模である。 
つまり今回、日本の典型的な規模である鈴木農園が 
”農家から農業へ”の道を示すことができた時 
福島、日本の大部分である農家にとっても 
とても価値のあるものだと考えている。

小林 賢一～”農家”から”農業”へ First Stage～
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Life Style Shop
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